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算予正補
　

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
予
算
に

13
億
５
９
５
６
万
円
を
追
加
し
、
総
額
４
７
８
億
８
６
０
万
円
に

す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
９
つ
の
特
別
会
計
で
、

追
加
や
歳
入
の
組
み
替
え
な
ど
を
す
る
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

入
れ
る
も
の
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
Ｂ
型

肝
炎
の
予
防
接
種
お
よ
び
任
意

予
防
接
種
の
追
加
で
１
５
６
７

万
円
や
、「
栗
原
市
・
登
米
市
・

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
市
民

税
、
固
定
資
産
税
で
賦
課
額
の

確
定
や
地
方
交
付
税
で
普
通
交

付
税
の
交
付
額
確
定
に
よ
る
追

加
、
繰
入
金
を
各
事
業
へ
繰
り

一
関
市
・
平
泉
町
」
が
連
携
し

て
取
り
組
む
多
言
語
音
声
ガ
イ

ド
ペ
ン
導
入
業
務
委
託
料
の
追

加
で
６
５
０
万
円
や
は
げ
ま
し

ホ
ー
ム
施
設
整
備
補
助
金
の
追

加
１
３
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

各
特
別
会
計
の
主
な
内
容
は

平
成
27
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
な
ど
で
す
。

　

市
内
に
は
、
高
清
水
と
志
波

姫
の
２
地
区
に
児
童
館
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
場
所
を
変
更
し
て

実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
児
童
館
条
例
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

反
対
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

市
立
学
校
再
編
計
画
に
基
づ

き
玉
沢
小
学
校
と
築
館
小
学
校

が
平
成
29
年
４
月
か
ら
再
編
す

る
こ
と
に
伴
い
、
市
立
学
校
設

置
条
例
か
ら
名
称
と
位
置
を
削

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
立
玉
沢
小
学
校
は
１
４
４

年
の
歴
史
に
幕
を
引
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

鶯
沢
の
児
童
遊
園
は
昭
和
46

年
に
鶯
沢
小
学
校
の
校
庭
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

子
育
て
支
援
課
で
管
理
・
点
検

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
鶯
沢
小

学
校
の
校
庭
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
管
理
・
活
用
を
小

学
校
で
行
な
え
る
よ
う
教
育
施

設
と
し
て
管
理
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

条　
　

例

児
童
館
条
例
を
廃
止

市
民
生
活
部
か
ら
教
育
部
へ

144
年
の
歴
史
に
幕

鶯沢
児童遊園

市立
玉沢小

13
億
5900
万
円
の
大
型
補
正

　
　
　

水
路
や
市
道
整
備
に
５
億
3000
万
円

「離着陸表示」の
Ｈマークや看板の
整備をします。

旧栗駒小学校を
改修して、ジオ
パークの展示な
ど、基本・実施
設計の委託料で
す。

市立図書館と市
内の図書室など
をネットワーク
システムでつな
げます。

ドクターヘリランデブーポイントの環境
整備　　　　　　　　　　　１９８万円

栗駒山麓ジオパークビジターセンター
設計委託料　　　　　　　１１８０万円

図書館ネットワークシステムの構築
　　　　　　　　　　　　３９８３万円

主　な　事　業

補正予算
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
を

い
く
ら
拡
充
し
て
も
０
歳
か
ら

18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
児
童
を

対
象
と
す
る
児
童
館
事
業
の
代

替
は
で
き
な
い
。
同
様
事
業
を

実
施
し
て
い
る
民
間
団
体
に
栗

原
市
は
補
助
金
を
だ
し
て
お
り
、

さ
ら
に
は
児
童
館
開
設
の
要
望

書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
事
か
ら

本
案
に
反
対
す
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
計
画
委
託

料
５
１
８
万
４
０
０
０
円
が
計

画
と
り
や
め
に
よ
り
ま
っ
た
く

の
無
駄
使
い
と
な
っ
た
事
。
幼

稚
園
授
業
料
の
引
き
上
げ
や
敬

老
祝
金
の
一
部
廃
止
、
介
護
保

険
料
引
き
上
げ
、
水
道
料
金
の

引
き
上
げ
な
ど
、
市
民
の
負
担

増
の
条
例
改
正
を
行
う
一
方
、

基
金
残
高
は
２
３
７
億
円
も
の

た
め
こ
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

栗
原
市
の
介
護
保
険
料
は
平

成
24
年
度
に
36
・
８
％
も
引
き

上
げ
ら
れ
、
27
年
度
に
は
15
・

５
％
の
引
き
上
げ
で
５
９
６
０

円
に
な
っ
た
。
少
な
い
年
金
か

ら
介
護
と
医
療
保
険
を
支
払
う

と
生
活
が
大
変
だ
と
い
う
声
が

聞
こ
え
る
。
１
０
０
億
円
を
超

す
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
す
べ
き
だ
っ
た
。

　

現
在
、
市
が
主
催
す
る
「
子

ど
も
教
室
」
の
継
続
と
と
も
に

民
間
団
体
が
行
っ
て
い
る
「
く

り
は
ら
遊
び
ラ
ン
ド
」
へ
の
支

援
も
継
続
さ
れ
、
児
童
の
健
全

な
育
成
が
後
退
す
る
も
の
で
は

な
い
。
今
後
は
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
や
子
育
て
支
援
の
充
実
に

向
け
た
施
策
を
期
待
す
る
。

　

歳
入
歳
出
の
増
加
は
、
人
件

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
幼
稚
園
の

３
年
保
育
や
保
育
待
機
児
童
の

ゼ
ロ
化
、
災
害
復
旧
費
用
な
ど

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

財
政
調
整
基
金
も
着
実
に
増

加
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
り

健
全
な
財
政
運
営
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
の
初

年
度
決
算
で
あ
り
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
度
を
見
据
え
て
地
域
密
着
型

老
人
福
祉
施
設
の
整
備
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職

員
の
増
員
な
ど
、
生
涯
に
わ
た

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指

し
た
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

２
度
の
震
災
か
ら
の
復
興
や
、

浄
水
場
へ
の
高
度
処
理
設
備
の

導
入
。
さ
ら
に
は
、
簡
易
水
道

の
統
合
事
業
な
ど
、
市
民
が
安

心
で
き
る
水
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

経
営
面
で
は
、
平
準
化
を
図

る
市
内
統
一
の
料
金
改
定
を
行

う
な
ど
経
費
削
減
に
努
め
て
お

り
、
経
営
の
安
定
に
向
け
た
努

力
が
見
え
る
。

　

平
成
27
年
度
に
水
道
料
金
が

13
・
９
％
引
き
上
げ
ら
れ
、
20

㍉
口
径
で
は
県
内
一
高
い
水
道

料
金
と
な
っ
た
。
高
く
て
も
毎

日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
の
が

水
だ
。
市
民
の
生
活
が
大
変
な

時
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
増
額
で
、
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
を
抑
制
し
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
べ
き
だ
。

　

９
月
定
例
議
会
で
は
、
次
の

５
議
案
が
、
賛
成
ま
た
は
反
対

の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

議
案
第
91
号 

栗
原
市
児
童
館
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

認
定
第
１
号 

平
成
27
年
度
栗
原

市
一
般
会
計
決
算

認
定
第
３
号 

平
成
27
年
度
栗
原

市
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
第
８
号 

平
成
27
年
度
栗
原

市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定
第
11
号 
平
成
27
年
度
栗
原

市
水
道
事
業
会
計
決
算

討

論
菅
原　

勇
喜 

議
員

菅
原　

勇
喜 

議
員

小
野　

久
一 

議
員

佐
藤　

文
男 

議
員

三
塚　
　

東 

議
員

菅
原　

久
男 

議
員

瀨
戸
健
治
郎 

議
員

相
馬　

勝
義 

議
員

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果

沼
倉
　
　
猛

佐
藤
　
範
男

佐
々
木
幸
一

石
川
　
正
運

菅
原
　
勇
喜

高
橋
　
　
渉

佐
藤
　
　
勇

佐
藤
　
久
義

菅
原
　
久
男

阿
部
　
貞
光

鹿
野
　
芳
幸

瀨
戸
健
治
郎

三
塚
　
　
東

佐
藤
　
千
昭

三
浦
　
善
浩

五
十
嵐
　
勇

佐
々
木
嘉
郎

小
岩
　
孝
一

高
橋
　
勝
男

佐
藤
　
文
男

髙
橋
　
義
雄

相
馬
　
勝
義

佐
々
木
　
脩

小
野
　
久
一

佐
藤
　
　
悟

濁
沼
　
一
孝

議案第 91 号
児童館条例を廃止する条
例

可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 反 反 －

認定第１号
一般会計

可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

認定第３号
介護保険特別会計

可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

認定第８号
簡易水道事業会計

可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

認定第 11 号
水道事業会計

可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

９月定例議会での審議結果 ( 意見が分かれた議案について掲載しました )

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒賛成しなかった議員、「欠」⇒欠席、「－」⇒議長のため採決に加わらない

　

若
柳
金
成
イ
ン
タ
ー
工
業
団

地
の
分
譲
地
を
主
に
、
自
動
車

部
品
を
製
造
す
る
株
式
会
社
ハ

イ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
売
り
払
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

［
土
地
］

栗
原
市
若
柳
字
大
林
寺
浦
32
番

２　

宅
地
２
万
７
８
０
０
平
方

㍍［金
額
］

　

２
億
４
４
６
４
万
円 

[

相
手
方]

株
式
会
社
ハ
イ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

本
社　

兵
庫
県
宝
塚
市

財
産
の
処
分

工
場
の
建
設
予
定
地

財産の処分・討論




